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「こどもOSランゲージ」を活用した

子どものハザード予測手法の開発

子どもの行動特性とアフォーダンスを活用した安全・安心設計のためのハザードチェックリスト



東京都杉並区の小学校にて６年生の男児が３階建て

校舎屋上の天窓を突き破って転落し死亡。

当時は算数の授業中で、級友ら25人が教室に戻る際、
男児の一人が天窓の上に飛び乗ったところ、中央部

分が割れ、約12m下の１階床に転落。
全身を強く打って約４時間後に死亡した。天窓の周

囲には囲いなどはなく、学校側の安全管理が問われ

た。
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背 景

子どもの不慮の事故はなくしたいが、

子どもの行動は常に予測不可能である。

天窓割れ小６転落死子どもの事故事例

天窓はアクリル樹脂製で直径1.3m・公称厚さ4mm
・子どもが屋上に立ち入ることは想定されていない

・子どもが天窓の上で飛び跳ねても壊れないだけの強度は与えられていない

見 解

定 説

本当にそうか？既成概念を疑ってみる。

平成20年6月18日

研究背景：子どもの不慮の事故をなくすために負の連鎖を断ち切る
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背 景 子どものハザードを引き起こす複合的要因
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等
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考慮する必
要はあるが
対策が困難

研究アプローチ：ハザードが引き起こされる要因を分析、対策可能な部分を絞り込む
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こどもOＳ
ランゲージ

平成21年〜26年、子どもの遊び行為についてのエスノグラフィー（行動観察）調査を計４回実施。
幼児から小学生（およそ２歳から12歳）までの遊びに見られる特徴的な行動を記録。
ギブソンのアフォーダンス理論を参考に、環境（モノ）と子どもとの関係性の中で、
楽しさと危険が表裏一体となる行為、22事例を「こどもOSランゲージ」として抽出した。
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プレイフル・デザイン・カード（子どもの行動言語をカード化）

研究データの収集：遊び行為における子どもの行動パターンを収集・分析
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こどもOＳ
ランゲージ

プレイフル・デザイン・カード
• ランゲージ（子どもの行動言語）を理解するための解説文

• プレイフルモード：ドキドキ、ワクワクを誘発させる「デザインコード」→アイデア発想ツール

• ハザードモード：ハザードを特定するための「安全・安心コード」→ハザード予測ツール
全22種類 B5サイズ（191mm×134mm 厚み1.5mm）

アウトプット：楽しさと危険が表裏一体となる子どもの思考や行為をカードツール化



6

ハザード
チェック

⑴カードで子どもの行
為をシミュレーション

環境に内在するあらゆる

行為の可能性であるアフ

ォーダンスの概念に従い、

22枚のハザードチェック
カードから、製品や環境

から誘発される行為の絞

り込みを行う。

アフォーダンス【Affordance】
環境が動物に与える（afford）
あらゆる 行為の可能性
（ジェームズ・J ・ギブソン）

？
afford

開発中の製品や環境が
子どもの行為を誘発するか？

ナレッジ：環境や製品から誘発される行為の可能性をカードで絞り込み
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ハザード
チェック

複合動詞を使う意味

複合動詞は、二つ以上の

単語が結合して新たに一

つの意味を持つ、主体の

動作や変化を表す動詞で

ある。

動詞単体よりも、細やか

な意味を持ち、連続する

動きや時間軸の中での変

化をイメージしやすい＊。

＊「寝る」や「座る」な

ど、動きの激しくない動

詞には複合動詞が少ない

という特徴があり、動詞

単体による検証も補足的

に必要である。

飛び

上がる

下りる

出す移る

乗る越える

込む跳ねる

「飛ぶ」の複合動詞（例）

・複合動詞とは、二語以上の自立語からなる動詞。通常は、「動詞」＋「動詞」の形態をとる。

・本手法では、後項（後ろの）動詞が結合後も本来の意味を担う「語彙的複合動詞」を用いる。

・複合動詞は、2,700語以上あるため、カードから発現する可能性のある複合動詞を抽出した。

ナレッジ：ハザードを引き起こす行為の具体化に複合動詞を利用
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ハザード
チェック

① 子どものような遊び心を持って、行動（動作）を想像してみる。
② 複合動詞のチェックリストでハザードを具体化し、回避・改善方法を検討する。

⑵複合動詞でハザード
を具体的に特定

22のランゲージから想起
される行為の可能性を複

合動詞で列挙し、チェッ

クリストを作成した。

複合動詞は、動詞単体に

比べ、より細かな動作や

時間経過を表すことがで

きるため、ハザードをイ

メージしやすくなる。

ポイント

ナレッジ：チェックリストから複合動詞を特定、ハザード回避のための対策を検討
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こどもOS研究会研究成果報告冊子等の入手先

「こどもOSランゲージ（冊子）」
「プレイフル・デザイン・カード（発想カード）」

価 格：キッズデザイン協議会会員 ￥3,000円
非会員 ￥5,000円

（いずれも税込／送料別）

問合せ先：特定非営利活動法人キッズデザイン協議会

メールアドレス：info@kidsdesign.jp
必要事項：会社名・ご担当者名・ご住所・必要セット数

詳 細：https://kidsdesign.jp/library/labo/15

「それ、こどもOSです（冊子）」

価 格：無料（送料無料）

問合せ先：特定非営利活動法人キッズデザイン協議会

メールアドレス：info@kidsdesign.jp
必要事項：会社名・ご担当者名・ご住所

詳 細：https://kidsdesign.jp/report/20200703
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